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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決
定することと、前記パラメータは、前記ＵＥに前記干渉ダウンリンク送信からの干渉を除
去することを可能にする、
　前記ＵＥにおいて、前記干渉ダウンリンク送信から結果として生じる干渉を除去するこ
とと、前記干渉は前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去される、
　前記ＵＥにおいて、非クリーンサブフレーム上の前記除去された干渉の量を反映するメ
トリックを決定することと、
　前記ＵＥから、前記メトリックをｅノードＢに送信することと、
　を備え、
　ここにおいて、前記メトリックは、前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去
される前記非クリーンサブフレーム上の干渉の量のみを反映する干渉除去効率値である、
方法。
【請求項２】
チャネル品質報告情報を受信することをさらに備え、前記チャネル品質報告情報は、前記
メトリックを報告するためのサブフレームの第１のセットと、前記メトリックを報告する
ためのサブフレームの第２のセットとを含み、前記サブフレームの第１のセットおよび前
記サブフレームの第２のセットは、異なる干渉プロファイルを有する、請求項１に記載の
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方法。
【請求項３】
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレーム（clean subframes）であ
り、且つ前記サブフレームの第２のセットは、非クリーンサブフレームであるか、
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフレ
ームの第２のセットは、準クリーンサブフレームであるか、または
　前記サブフレームの第１のセットは、非クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフ
レームの第２のセットは、準クリーンサブフレームである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記メトリックは、準クリーンチャネル状態情報（ＣＳＩ）である、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記準クリーンＣＳＩは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、前記干渉ダウンリン
ク送信からの前記干渉の量、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）、ラ
ンク指示（ＲＩ）、サブバンドインデックス、またはそれらの組み合わせのうちの１つま
たは複数を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記準クリーンＣＳＩは、複数の準クリーンＣＳＩセットを含み、各準クリーンＣＳＩ
セットは、パラメータの異なるセットに関連付けられる、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記メトリックを送信することは、複数の報告インスタンスにおいて前記メトリックを
報告することと、前記複数の報告インスタンスにわたって前記複数の準クリーンＣＳＩセ
ットを周期的に繰り返すことをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記パラメータは、前記ｅノードＢから送信されるか、または前記ＵＥにおいて決定さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記パラメータは、干渉データチャネル送信に関連付けられ、前記パラメータは、前記
干渉データチャネル送信に関連付けられた実パラメータ、前記干渉データチャネル送信に
関連付けられた前記実パラメータではない仮想パラメータ、またはそれらの組み合わせを
含む、請求項８に記載方法。
【請求項１０】
　前記メトリックは、前記パラメータが前記仮想パラメータである場合、仮想干渉除去に
少なくとも部分的に基づいて間接的に決定され、
　前記メトリックは、前記パラメータが前記実パラメータである場合、実際の干渉除去に
少なくとも部分的に基づいて直接的に決定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のために構成されたユーザ機器（ＵＥ）であって、
　メモリと
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定し、前記パラメータは、前記
ＵＥに前記干渉ダウンリンク送信からの干渉を除去することを可能にする、
　前記干渉ダウンリンク送信から結果として生じる干渉を除去し、前記干渉は前記パラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて除去される、
　非クリーンサブフレーム上の前記除去された干渉の量を反映するメトリックを決定し、
　前記メトリックをｅノードＢに送信する
　ように構成され、
　ここにおいて、前記メトリックは、前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去
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される前記非クリーンサブフレーム上の干渉の量のみを反映する干渉除去効率値である、
ＵＥ。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、チャネル品質報告情報を受信するように構
成され、前記チャネル品質報告情報は、前記メトリックを報告するためのサブフレームの
第１のセットと、前記メトリックを報告するためのサブフレームの第２のセットとを含み
、前記サブフレームの第１のセットおよび前記サブフレームの第２のセットは、異なる干
渉プロファイルを有する、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフレ
ームの第２のセットは、非クリーンサブフレームであるか、
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフレ
ームの第２のセットは、準クリーンサブフレームであるか、または
　前記サブフレームの第１のセットは、非クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフ
レームの第２のセットは、準クリーンサブフレームである、請求項１２に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　前記メトリックは、準クリーンチャネル状態情報（ＣＳＩ）である、請求項１１に記載
のＵＥ。
【請求項１５】
　前記準クリーンＣＳＩは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、前記干渉ダウンリン
ク送信からの前記干渉の量、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）、ラ
ンク指示（ＲＩ）、サブバンドインデックス、またはそれらの組み合わせのうちの１つま
たは複数を含む、請求項１４に記載のＵＥ。
【請求項１６】
　前記準クリーンＣＳＩは、複数の準クリーンＣＳＩセットを含み、各準クリーンＣＳＩ
セットは、パラメータの異なるセットに関連付けられる、請求項１４に記載のＵＥ。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の報告インスタンスにおいて前記メトリック
を報告し、前記複数の報告インスタンスにわたって前記複数の準クリーンＣＳＩセットを
周期的に繰り返すようにさらに構成される、請求項１６に記載のＵＥ。
【請求項１８】
　前記パラメータは、前記ｅノードＢから送信されるか、または前記ＵＥにおいて決定さ
れる、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１９】
　前記パラメータは、干渉データチャネル送信に関連付けられ、前記パラメータは、前記
干渉データチャネル送信に関連付けられた実パラメータ、前記干渉データチャネル送信に
関連付けられた前記実パラメータではない仮想パラメータ、またはそれらの組み合わせを
含む、請求項１８に記載のＵＥ。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記パラメータが前記仮想パラメータである場合、仮想干渉除去に少なくとも部分的に
基づいて前記メトリックを間接的に決定し、
　前記パラメータが前記実パラメータである場合、実際の干渉除去に少なくとも部分的に
基づいて前記メトリックを直接的に決定する
　ように構成される、請求項１９に記載のＵＥ。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定するための手段と、前記パラ
メータは、前記ＵＥに前記干渉ダウンリンク送信からの干渉を除去することを可能にする
、
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　前記干渉ダウンリンク送信から結果として生じる干渉を除去するための手段と、前記干
渉は前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去される、
　非クリーンサブフレーム上の前記除去された干渉の量を反映するメトリックを決定する
ための手段と、
　前記メトリックをｅノードＢに送信するための手段と
　を備え、
　ここにおいて、前記メトリックは、前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去
される前記非クリーンサブフレーム上の干渉の量のみを反映する干渉除去効率値である、
ＵＥ。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための、プログラムコードを記憶するコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体であって、
　前記プログラムコードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決
定するためのプログラムコードと、前記パラメータは、前記ＵＥに前記干渉ダウンリンク
送信からの干渉を除去することを可能にする、
　前記干渉ダウンリンク送信から結果として生じる干渉を除去するためのプログラムコー
ドと、前記干渉は前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去される、
　前記ＵＥにおいて、非クリーンサブフレーム上の前記除去された干渉の量を反映するメ
トリックを決定するためのプログラムコードと、
　前記メトリックをｅノードＢに送信するためのプログラムコードと
　を備え、
　ここにおいて、前記メトリックは、前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて除去
される前記非クリーンサブフレーム上の干渉の量のみを反映する干渉除去効率値である、
コンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［関連出願の相互参照］
[0001] 　本願は、参照により全体が本明細書に明示的に組み込まれた、２０１２年６月
２９日に出願された、「CHANNEL STATE INFORMATION REPORTING FOR PARTIALLY CANCELLE
D INTERFERENCE」と題される米国仮特許出願第６１／６６６，６７３号の利益を、米国特
許法第１１９条（ｅ）の下に主張する。
【０００２】
[0002] 　本開示の態様は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、
ダウンリンク干渉除去（downlink interference cancellation）のためのメトリックを報
告することに関する。
【背景技術】
【０００３】
[0003] 　ワイヤレス通信システムは、電話通信、ビデオ、データ、メッセージング、お
よびブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域
幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができ
る多元接続技術を用いることができる。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリ
ア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続
（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
[0004] 　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスに、都市レベル、国レベ
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ル、地域レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信を可能にさせる、共通のプロトコル
を提供するために、様々な電気通信規格に採用されている。新たに台頭してきた電気通信
規格の例は、ロングターム・エボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パ
ートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって発表されたユニバーサル・モバイル電
気通信システム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格を強化したもののセットである。それは、ス
ペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを向上させること、新たな
スペクトルを利用すること、および、ダウンリンク（ＤＬ）にＯＦＤＭＡを、アップリン
ク（ＵＬ）にＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し
て、他のオープン規格とより良く一体化することによって、モバイルブロードバンド・イ
ンターネットアクセスをより快適にサポートするように設計されている。しかしながら、
モバイルブロードバンド・アクセスに対する需要が増加し続けるのに伴い、ＬＴＥ技術に
はさらなる改良を求める必要性が存在する。望ましくは、これらの改良は、これらの技術
を用いる電気通信規格および他の多元接続技術に適用可能であるべきである。
【０００５】
[0005] 　これは、下記の詳細な説明がより良く理解されうるように、本開示の特徴およ
び技術的利点を、どちらかといえば幅広く概説している。本開示の追加の特徴および利点
が下記に説明されるだろう。本開示が、本開示と同じ目的を実行するための他の構造を変
更または設計するための基礎として容易に利用されうることは、当業者によって認識され
るべきである。そのような等価の構造が、添付された特許請求の範囲に示される本開示の
教示から逸脱しないことも、当業者によって理解されるべきである。構成および動作の方
法の両方について、本開示の特徴であると考えられる新規の特徴は、さらなる目的および
利点とともに、添付の図面に関連して考慮される場合に、以下の説明からより良く理解さ
れるだろう。しかしながら、図面の各々が例示および説明の目的でのみ提供されており、
本開示の限定の定義として意図されていないということは明確に理解されるべきである。
【発明の概要】
【０００６】
[0006]　干渉ダウンリンク送信（an interfering downlink transmission）に関連付けら
れたパラメータは、ＵＥにおいて決定されうるか、またはｅノードＢからＵＥにシグナリ
ングされうる。パラメータは、実パラメータ（actual parameters）、または仮想パラメ
ータ（hypothetical parameters）でありうる。パラメータに基づいて、ＵＥは、干渉デ
ータチャネル送信から除去された干渉の量を反映するメトリックを決定しうる。一つの構
成において、ＵＥは、パラメータに基づいて準クリーンチャネル状態情報（quasi-clean 
channel state information）を決定する。準クリーンチャネル状態情報は、少なくとも
１つのｅノードＢからのダウンリンク干渉（downlink interference）の除去後の、チャ
ネル状態情報を指す。準クリーンチャネル状態情報は、クリーンチャネル状態情報（clea
n channel state information）と区別されることができ、クリーンチャネル状態情報は
、セル間干渉調整（inter-cell interference coordination）（ＩＣＩＣ）を通して干渉
から保護された、サブフレームにおけるチャネルに対応する。非クリーンチャネル状態情
報（unclean channel state information）は、ＩＣＩＣを通して干渉から保護されない
、サブフレームにおけるチャネルに対応する。干渉除去からの改善は、非クリーンチャネ
ル状態情報に関して評価されない。別の構成において、ＵＥは、パラメータに基づいて干
渉効率（an interference efficiency）を決定する。干渉除去の効率は、ＵＥがパラメー
タに基づいて除去しうるダウンリンク干渉の量を指す。ＵＥは、ｅノードＢに、干渉除去
効率、および／または準クリーンＣＳＩ（quasi-clean CSI）を送信しうる。
【０００７】
[0007］　本開示のある態様において、ワイヤレス通信の方法が提示される。方法は、干
渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定することを含む。方法はまた、パ
ラメータに基づいて、干渉データチャネル送信から除去された干渉の量を反映するメトリ
ックを決定することを含む。方法はさらに、メトリックをｅノードＢに送信することを含
む。
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【０００８】
[0008]　本開示の別の態様は、干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定
するための手段を含む装置を対象とする。装置はまた、パラメータに基づいて、干渉デー
タチャネル送信から除去された干渉の量を反映するメトリックを決定ための手段を含む。
装置はさらに、ｅノードＢにメトリックを送信するための手段を含む。
【０００９】
[0009]　本開示のさらに別の態様において、非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体を
有するワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム
製品が提示される。コンピュータ読み取り可能な媒体は、プロセッサによって実行される
場合、（単数又は複数の）プロセッサに、干渉ダウンリンク送信に関連付けられたダウン
リンクパラメータの決定の動作を行わせる、記録された非一時的なプログラムコードを含
む。プログラムコードはまた、（単数又は複数の）プロセッサに、パラメータに基づいて
、干渉データチャネル送信から除去された干渉の量を反映するメトリックを決定させる。
プログラムコードはさらに、（単数又は複数の）プロセッサに、メトリックをｅノードＢ
に送信させる。
【００１０】
[0010]　本開示の別の態様は、メモリと、メモリに結合された（単数又は複数の）プロセ
ッサとを含む、ワイヤレス通信装置を対象とする。（単数又は複数の）プロセッサは、干
渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定するように構成される。（単数又
は複数の）プロセッサはまた、パラメータに基づいて、干渉データチャネル送信から除去
された干渉の量を反映するメトリックを決定するように構成される。（単数又は複数の）
プロセッサはさらに、メトリックをｅノードＢに送信するように構成される。
【００１１】
[0011]　本開示のさらなる特徴および利点が下記に説明されるだろう。この開示が、本開
示と同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利
用されうることは、当業者によって理解されるべきである。そのような等価の構造が、添
付された特許請求の範囲に示される本開示の教示から逸脱しないこともまた、当業者によ
って理解されるべきである。本開示の構成および動作の方法の両方について、本開示の特
徴であると考えられる新規の特徴は、さらなる目的および利点とともに、添付の図面に関
連して考慮される場合に、以下の説明からより良く理解されるだろう。しかしながら、図
面の各々が例示および説明のためだけに提供されており、本開示の限定の定義として意図
されていないということは明確に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
[0012] 　本開示の特徴、性質、および利点は、同様の参照記号が全体を通してそれ相応
に識別する図面とともに解釈される際に、以下に示される詳細な説明から、より明確にな
るであろう。
【図１】図１は、ネットワークアーキテクチャの例を示す図である。
【図２】図２は、アクセスネットワークの例を示す図である。
【図３】図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の例を示す図である。
【図４】図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の例を示す図である。
【図５】図５は、ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテク
チャの例を示す図である。
【図６】図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を
示す図である。
【図７】図７は、例示的なワイヤレスアクセスネットワークを示す図である。
【図８】図８は、例示的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネント間のデ
ータフローを示す概念的なデータフロー図である。
【図９】図９は、例示的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネントを図示
するブロック図である。
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【図１０】図１０は、本開示の態様に従ったメトリックを決定するための方法を図示する
ブロック図である。
【図１１】図１１は、本開示の態様に従ったメトリックを決定するための方法を図示する
ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
[0023] 　添付された図面に関連して下記で説明される詳細な説明は、様々な構成の説明
を意図するものであり、本明細書において説明される概念が実現されうる、唯一の構成を
表すことを意図するものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目
的で、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに
実現されうることは、当業者にとって明らかであるだろう。いくつかの事例では、周知の
構造およびコンポーネントが、そのような概念を曖昧にすることを避けるためにブロック
図の形態で図示されている。
【００１４】
[0024] 　電気通信システムの態様が、様々な装置および方法を参照して示される。これ
らの装置および方法は、以下の詳細な説明において記述され、添付の図面において、様々
なブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステップ、処理、アルゴリズム等（集
合的には「要素」と呼ばれる）により例示される。これらの要素は、電子ハードウェア、
コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用して実装されうる。
そのような要素がハードウェアとして実装されるかソフトウェアとして実装されるかは、
システム全体に課された設計の制約および特定のアプリケーションに依存する。
【００１５】
[0025] 　例として、要素、または要素の任意の一部分、または要素の任意の組み合わせ
は、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装されうる。プロセ
ッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、離散ハードウェア回路、および本開
示を通して説明される様々な機能を行うように構成された他の適切なハードウェアを含む
。処理システムにおける１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行することが
できる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコー
ド、ハードウェア記述言語を指すか、またはそれ以外のものを指すかに関わらず、命令、
命令のセット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログ
ラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソ
フトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行ス
レッド、プロシージャ、関数等を意味するものと広く解釈されるだろう。
【００１６】
[0026] 　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態において、説明された機能は
、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実
装されうる。ソフトウェアで実装される場合、これらの機能は、非一時的なコンピュータ
読み取り可能な媒体上に、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶されるか、ある
いは符号化されうる。コンピュータ読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる
。限定ではなく例として、このようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
、または他の磁気記憶デバイス、あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプログ
ラムコードを実行または記憶するために使用されることができ、かつコンピュータによっ
てアクセスされうる任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用されるような
ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーデ
ィスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登
録商標）ディスク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここでディスク（di
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sks）が通常、データを磁気的に再生する一方、ディスク（discs）は、レーザを用いてデ
ータを光学的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能な媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【００１７】
[0027] 　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネ
ットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００を指しう
る。ＥＰＳ １００は、1つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２、発展型ＵＭＴＳ地上
無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１
１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、オペレータのＩＰサービス１２２を含みう
る。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡潔化のため
に、それらのエンティティ／インターフェースは、図示されない。示されるように、ＥＰ
Ｓは、パケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に理解するように、本開示全体
を通して提示される様々な概念は、回路交換サービスを提供するネットワークに拡張され
うる。
【００１８】
[0028] 　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６および他のｅノード
Ｂ １０８を含む。ｅノードＢ １０６は、ＵＥ １０２に向かってユーザおよび制御プレ
ーンプロトコル送信を提供する。ｅノードＢ １０６は、バックホール（例えば、Ｘ２イ
ンターフェース）を介して、他のｅノードＢ １０８に接続されうる。ｅノードＢ １０６
はまた、基地局、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機
能、ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、またはいく
つかの他の適切な用語で呼ばれうる。ｅノードＢ １０６は、ＵＥ １０２のために、ＥＰ
Ｃ １１０へのアクセスポイントを提供する（provides an access point to the EPC 110
 for a UE 102）。ＵＥ １０２の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プ
ロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球
測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレイヤ
（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能するデバ
イスを含む。ＵＥ １０２はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局、モバイルユ
ニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイ
ヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、
モバイルクライアント、クライアント、または他の適切な用語で呼ばれうる。
【００１９】
[0029] 　ｅノードＢ １０６は、例えば、Ｓ１インターフェースを介して、ＥＰＣ １１
０に接続される。ＥＰＣ １１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他
の複数のＭＭＥ １１４、サービングゲートウェイ１１６、パケットデータネットワーク
（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１８を含む。ＭＭＥ １１２は、ＵＥ １０２とＥＰＣ １１０
との間のシグナリングを処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ １１２は、ベアラ
および接続管理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、それ自体がＰＤＮゲートウェ
イ１１８に接続されたサービングゲートウェイ１１６を通して転送される。ＰＤＮゲート
ウェイ１１８は、ＵＥ ＩＰアドレス割当、ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲート
ウェイ１１８は、オペレータのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサー
ビス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（Ｉ
ＭＳ）、およびＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）を含みうる。
【００２０】
[0030] 　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００が、多数のセルラ領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノードＢ ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重なるセルラ領域２１０を有しうる。より
低い電力クラスのｅノードＢ ２０８は、遠隔無線ヘッド（ＲＲＨ）、フェムトセル（例
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えば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセル（a micro cell
）でありうる。マクロｅノードＢ（macro eNodeBs） ２０４は、各々、それぞれのセル２
０２に割り当てられ、セル２０２内の全てのＵＥ ２０６のために、ＥＰＣ １１０へのア
クセスポイントを提供するように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には
集中コントローラが存在しないが、代替の構成では、集中コントローラが使用されうる。
ｅノードＢ ２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジ
ューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、無
線関連のすべての機能を担当する。
【００２１】
[0031] 　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開されている特定の電気通信規格に依存して変化しうる。ＬＴＥアプリケーション
において、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートする
ために、ＯＦＤＭがダウンリンクに使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンクに使用され
る。以下に続く詳細な説明から、当業者が容易に理解しうるように、本明細書に提示され
る様々な概念は、ＬＴＥアプリケーションにうまく適合される。しかしながら、これらの
概念は、他の変調および多元接続技法を用いて、他の電気通信標準規格に容易に拡張され
うる。例として、これらの概念は、エボリューション・データオプティマイズド（ＥＶ－
ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張されうる。ＥＶ－ＤＯお
よびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００ファミリーの規格の一部として、第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規格であり
、モバイル局にブロードバンド・インターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを用
いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡ
のようなＣＤＭＡの他の変形を用いるユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤ
ＭＡを用いる移動通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、およびＯＦ
ＤＭＡを用いる、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバンド（
ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）
、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびフラッシュＯＦＤＭに拡張されうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰの組織からの文書で説明される。
ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書において説明される。用
いられる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、システムに課された全体的な
設計の制約および特定のアプリケーションに依存するだろう。
【００２２】
[0032] 　ｅノードＢ ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しうる
。ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅノードＢ ２０４が、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために、空間ドメイン（spatial domain）を利用
することを可能にする。空間多重化は、同じ周波数上で同時にデータの異なるストリーム
を送信するために使用されうる。それらのデータストリームは、データレートを増加させ
るために単一のＵＥ ２０６に送信されるか、または全体的なシステム容量を増加させる
ために複数のＵＥ ２０６に、送信されうる。これは、各データストリームを空間的にプ
リコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを適用し）、その後ダウン
リンク上の複数の送信アンテナを通して、各々の空間的にプリコーディングされたストリ
ームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディングされたデータストリ
ームは、異なる空間シグニチャとともにＵＥ ２０６に到達し、それは、ＵＥ ２０６の各
々に、そのＵＥ ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元すること
を可能にさせる。アップリンク上において、各ＵＥ ２０６は、空間的にプリコーディン
グされたデータストリームを送信し、それは、ｅノードＢ ２０４が各々空間的にプリコ
ーディングされたデータストリームのソースを識別することを可能にする。
【００２３】
[0033] 　空間多重化は一般に、チャネル状況が良好な場合に使用される。チャネル状況
がさほど良好でない場合、１つまたは複数の方向に送信エネルギーをフォーカスするため
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に、ビームフォーミングが使用されうる。これは、複数のアンテナを通して、送信のため
にデータを空間的にプリコーディングすることによって、達成されうる。セルの端で良好
なカバレッジを達成するために、単一のストリームのビームフォーミング送信は、送信ダ
イバーシティと組み合わせて使用されうる。
【００２４】
[0034] 　下記に続く詳細な説明において、アクセスネットワークの様々な態様が、ダウ
ンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明されるだろう。Ｏ
ＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散ス
ペクトル技法である。これらのサブキャリアは、正確な周波数で間隔が空けられている（
spaced apart at precise frequencies）。間隔を空けること（spacing）は、受信機がサ
ブキャリアからデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を提供
する。時間ドメインにおいて、ＯＦＤＭシンボル間干渉（inter-OFDM-symbol interferen
ce）を抑制する（combat）ために、各ＯＦＤＭシンボルにガードインターバル（たとえば
、サイクリックプリフィクス）が追加されうる。アップリンクは、高いピーク対平均電力
比（ＰＡＰＲ）を補償する（compensate）ために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号（a DFT-spre
ad OFDM signal）の形式でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００２５】
[0035] 　図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の例を示す図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）が、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロット（two consecutive time slots）を含みう
る。リソースグリッドは、２つのタイムスロットを表すために使用されることができ、各
タイムスロットは、リソースブロックを含む。リソースグリッドは、複数のリソースエレ
メントに分割される。ＬＴＥにおいて、リソースブロックは、ノーマルサイクリックプリ
フィクスに関して、各ＯＦＤＭシンボル内に、周波数ドメインにおいて連続した１２個の
サブキャリアを含み、時間ドメインにおいて連続した７個のＯＦＤＭシンボルを含み、合
計で８４個のリソースエレメントを含んでいる。拡張サイクリックプリフィックスに関し
て、１つのリソースブロックは、時間ドメインにおいて連続した６個のＯＦＤＭシンボル
を含んでおり、結果として７２個のリソースエレメントを含んでいる。Ｒ３０２、３０４
として示されるリソースエレメントのいくつかは、ダウンリンク基準信号（ＤＬ－ＲＳ）
を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲＳ（ＣＲＳ）（また、共通ＲＳと呼ばれることもあ
る）３０２と、ＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされたリソースブロッ
クのみで送信される。各リソースエレメントによって搬送されるビット数は、変調スキー
ムに依存する。よって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また、変調スキー
ムが高度であるほど、そのＵＥのためのデータレートは高くなる。
【００２６】
[0036] 　図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションおよび制御セ
クションに分割されうる。制御セクションは、システム帯域幅の両端に形成され、構成可
能なサイズを有しうる。制御セクションのリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられうる。データセクションは、制御セクションに含まれないすべてのリ
ソースブロックを含みうる。アップリンクフレーム構造は、単一のＵＥにデータセクショ
ンにおける隣接するサブキャリア（contiguous subcarriers）のすべてが割り当てられる
ことを可能にしうる、隣接するサブキャリアを含むデータセクションをもたらす。
【００２７】
[0037] 　ＵＥは、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御セクションにおけるリ
ソースブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅノードＢにデー
タを送信するために、データセクションにおけるリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを
割り当てられうる。このＵＥは、制御セクションにおいて割り当てられたリソースブロッ
ク上の、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、制御情報を送信しうる
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。ＵＥは、データセクションにおける割り当てられたリソースブロック上の物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）において、データのみ、またはデータと制御情報の両方
を送信しうる。アップリンク送信は、サブフレームの両スロットに及び（span）、周波数
にわたってホッピングしうる。
【００２８】
[0038] 　リソースブロックのセットは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０において、初期システムアクセスを行い、アップリンク同期を達成するために使用
されうる。ＰＲＡＣＨ ４３０はランダムシーケンスを搬送する。各ランダムアクセスプ
リアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波
数は、ネットワークによって特定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送
信は、特定の時間および周波数リソースに限定される。ＰＲＡＣＨに関して周波数ホッピ
ングはない（There is no frequency hopping）。ＰＲＡＣＨの試みは、単一のサブフレ
ーム（１ｍｓ）において、またはいくつかの隣接するサブフレームのシーケンスにおいて
搬送され、ＵＥは、１フレーム（１０ｍｓ）につき１つのＰＲＡＣＨの試みのみを行うこ
とができる。
【００２９】
[0039] 　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロ
トコルアーキテクチャの例を示す図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プ
ロトコルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つの層で示される
。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、様々な物理レイヤの信号処理機能
を実装する。Ｌ１レイヤは、本明細書において、物理レイヤ５０６と呼ばれうる。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位であり、物理レイヤ５０６を介
したＵＥとｅノードＢとの間のリンクを担当する。
【００３０】
[0040] 　ユーザプレーンにおいて、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２、およびパケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サブレイヤを含み、それらは、ネットワ
ーク側のｅノードＢで終端する。図示されないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲー
トウェイ１１８で終端するネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）、および接続の他
の端（たとえば、遠端のＵＥ、サーバ等）で終端するアプリケーションレイヤを含む、Ｌ
２レイヤ５０８よりも上の、いくつかの上位レイヤを有しうる。
【００３１】
[0041] 　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重
化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減する
ために、上位レイヤのデータパケットに対してヘッダの圧縮を提供し、またそれらのデー
タパケットを暗号化することによってセキュリティを提供し、ｅノードＢ間でＵＥに対し
てハンドオーバーのサポートを提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤのデー
タパケットのリアセンブリおよびセグメンテーション、紛失データパケット（lost data 
packets）の再送信、およびハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）のために順序が乱れ
た受信を補償するためのデータパケットの並び替えを提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０
は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイ
ヤ５１０はまた、ＵＥ間での１つのセルにおける様々な無線リソース（たとえば、リソー
スブロック）の割り当てを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱオペレー
ションを担当する。
【００３２】
[0042] 　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキ
テクチャは、制御プレーンではヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６お
よびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同一である。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ
３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレ
イヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を得ること、およびｅノードＢと
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ＵＥとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することを担当する。
【００３３】
[0043] 　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ ６５０と通信するｅノードＢ ６
１０のブロック図である。ダウンリンクにおいて、コアネットワークから、上位レイヤの
パケットが、コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ
６７５は、Ｌ２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクにおいて、コントローラ／プロセ
ッサ６７５は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションと並び替え、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化、および様々な優先順位メトリックに
基づいたＵＥ ６５０に対する無線リソース割当を提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５はまた、ＨＡＲＱオペレーション、紛失パケットの再送信、ＵＥ ６５０へのシグ
ナリングを担当する。
【００３４】
[0044] 　ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ ６５０における前方誤り訂正（ＦＥ
Ｃ）を容易にするように符号化およびインターリーブすること、また様々な変調スキーム
（例えば、２相位相シフト・キーイング（ＢＰＳＫ）、４相位相シフト・キーイング（Ｑ
ＰＳＫ）、Ｍ相位相シフト・キーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ
））に基づいて信号コンステレーションにマッピングすることを含む。符号化され、変調
されたシンボルは、次に、並行なストリームに分割される。各ストリームは、その後、Ｏ
ＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間ドメインおよび／または周波数ドメインにお
いて基準信号（たとえば、パイロット）で多重化され、そして、時間ドメインのＯＦＤＭ
シンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、逆高速フーリエ変換（Ｉ
ＦＦＴ）を使用して、ともに結合される（combined）。ＯＦＤＭストリームは、複数の空
間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４
からのチャネル推定値は、符号化および変調スキームを決定するために、ならびに空間処
理のために、使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ ６５０によって送信される基準信
号および／またはチャネル状況フィードバックから導出されうる。各空間ストリームは、
別個の送信機６１８ ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供される。各送信機６１８ 
ＴＸは、送信のためのそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３５】
[0045] 　ＵＥ ６５０において、各受信機６５４ ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５
２を通して、信号を受信する。各受信機６５４ ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６
５６は、Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ 
６５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対し空間処理を
行う。複数の空間ストリームがＵＥ ６５０に宛てられている場合、それらは、ＲＸプロ
セッサ６５６により単一のＯＦＤＭシンボルストリームに結合されうる。ＲＸプロセッサ
６５６は、次に、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリーム
を時間ドメインから周波数ドメインに変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号の
各サブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリアに
おけるシンボル、および基準信号は、ｅノードＢ ６１０によって送信された最も確から
しい信号コンステレーションポイントを決定することによって、復元および復調される。
これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基づきう
る。これらの軟判定は、次に、物理チャネルにおいてｅノードＢ ６１０により元々送信
されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデインターリーブされる。デ
ータおよび制御信号は、次に、コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００３６】
[0046] 　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０に関連付けられる
ことができる。メモリ６６０は、コンピュータ読み取り可能な媒体と呼ばれうる。アップ
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リンクにおいて、コントローラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイ
ヤパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間のデマルチ
プレクシング、パケットのリアセンブリ、解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提供
する。上位レイヤパケットは、次に、データシンク６６２に提供され、それは、Ｌ２レイ
ヤより上位のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号もまた、Ｌ３処理のため
に、データシンク６６２に提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡ
ＲＱオペレーションをサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答
（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用して、誤り検出を担当する。
【００３７】
[0047] 　アップリンクにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６
５９に上位レイヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レ
イヤより上位のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ ６１０によるダウンリン
ク送信に関連して説明された機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ
の圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションと並び替え、およびｅノードＢ ６１０
による無線リソース割当に基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多
重化を提供することにより、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実
装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱオペレーション、紛失パケッ
トの再送信、ｅノードＢ ６１０へのシグナリングを担当する。
【００３８】
[0048] 　ｅノードＢ ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャ
ネル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキー
ムを選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用されうる
。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機６５４ Ｔ
Ｘを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ ＴＸは、ＲＦキャリア
を、送信されるそれぞれの空間ストリームで変調する。
【００３９】
[0049] 　アップリンク送信は、ＵＥ ６５０における受信機能に関連して説明されたもの
と同様の手法で、ｅノードＢ ６１０において処理される。それぞれの受信機６１８ ＲＸ
は、そのそれぞれのアンテナ６２０を通じて、信号を受信する。各受信機６１８ ＲＸは
、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供す
る。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ１レイヤを実装しうる。
【００４０】
[0050] 　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６に関係付け
られることができる。メモリ６７６は、コンピュータ読み取り可能な媒体と呼ばれうる。
アップリンクにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ ６５０からの上位レ
イヤパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間のデマル
チプレクシング、パケットのリアセンブリ、解読、ヘッダの圧縮解除、制御信号処理を提
供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワー
クに提供されうる。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱオペレーションを
サポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用して、誤り検出を
担当する。
【００４１】
［ＰＤＳＣＨ－ＩＣを用いたＣＱＩ報告］
[0051] 　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにおいて、チャネル品質を示するために、ユーザ
機器（ＵＥ）は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）をｅノードＢに送信しうる。チャネル状態
情報は、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディング・マトリックスインジ
ケータ（a precoding matrix indicator）（ＰＭＩ）、ランク指示（a rank indication
）（ＲＩ）、およびサブバンドインデックスを含みうる。チャネル状態情報はまた、ＵＥ
で受けた干渉についての情報を含みうる。
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【００４２】
[0052] 　さらに、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムにおいて、ＣＱＩは、ダウンリンク送信
データレート（すなわち、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）値）を示するために、ｅ
ノードＢに送信される。ＣＱＩは、４ビットの整数値であることができ、ＵＥにおいて観
測された信号対干渉および雑音電力比（ＳＩＮＲ）に基づきうる。ＣＱＩ推定処理はまた
、検出のために使用される受信機のタイプおよびアンテナの数などの、ＵＥの能力に基づ
きうる。ＵＥによってサポートうるＭＣＳレベルが、様々なＵＥの能力に依存するため、
ＵＥの能力は、ＣＱＩを決定することで特定されうる。加えて、ＣＱＩは、ダウンリンク
スケジューリングおよびリンク適応のために、ｅノードＢによって使用されうる。
【００４３】
[0053] 　物理ダウンリンク共有チャネル干渉除去（physical downlink shared channel 
interference cancellation）（ＰＤＳＣＨ－ＩＣ）のようなダウンリンクチャネル干渉
除去が、ＵＥのような受信機において実装される場合、受信機は、ダウンリンクチャネル
干渉除去処理の結果を反映するチャネル状態情報を報告すべきである。すなわち、チャネ
ル状態情報におけるダウンリンク干渉情報は、物理ダウンリンク共有チャネル干渉除去を
介して除去された、ダウンリンク干渉の量を示しうる。
【００４４】
[0054] 　強化されたセル間干渉調整（ｅＩＣＩＣ）／さらなるｅＩＣＩＣ（ＦｅＩＣＩ
Ｃ）（例えば、ＬＴＥリリース１０）において、ｅノードＢは、ＵＥに関するチャネル状
態情報の２つのセットを報告するように、ＵＥを構成しうる。チャネル状態情報の１つの
セットは、クリーンサブフレーム（clean subframes）（例えば、干渉源（interferer）
のほぼブランクのサブフレーム（ＡＢＳ：almost blank subframes））上でチャネル状態
情報を報告しうる。クリーンサブフレーム上のチャネル状態情報は、クリーンチャネル状
態情報と呼ばれうる。チャネル状態情報の別のセットは、非クリーンサブフレーム（uncl
ean subframes）（例えば、干渉源の非ＡＢＳ（non-ABS））上でチャネル状態情報を報告
しうる。非クリーンサブフレーム上のチャネル状態情報は、非クリーンチャネル状態情報
と呼ばれうる。
【００４５】
[0055] 　通常、ＵＥは、ｅノードＢにダウンリンク干渉を通知するために、ｅノードＢ
と通信しうる。さらに、ｅノードＢは、ダウンリンク誤り率（downlink error rate）を
介してダウンリンク干渉を推定しうる。いくつかの場合において、ｅノードＢとＵＥとは
、ダウンリンク干渉を軽減するために協働しうる。ある構成において、干渉がＵＥ内のラ
ジオ（radios）による場合でさえ、ｅノードＢおよびＵＥは、干渉を軽減しうる。それで
もはやり、典型的なシステムにおいて、ダウンリンク干渉推定は、干渉を軽減するのに十
分でない可能性がある。
【００４６】
[0056] 　図７のネットワークのようないくつかの環境において、第１のｅノードＢ ７０
２に関連付けられた第１のＵＥ ７１２は、ダウンリンク７２０上の干渉を体験し得る（e
xperience）。いくつかの場合において、干渉は、第２のＵＥ ７０６と第２のｅノードＢ
 ７０４との間の送信７１０から引き起こされうる。別の場合において、干渉は、第２の
ＵＥ ７０６と第１のｅノードＢ ７０２との間の送信７０８によって引き起こされうる。
【００４７】
[0057] 　ある構成において、物理ダウンリンク共有チャネル干渉除去のようなダウンリ
ンクチャネル干渉除去が、ＵＥにおいて実装される場合、ＵＥは、非ＡＢＳサブフレーム
上のダウンリンク干渉を除去しうる。従って、ダウンリンク干渉除去の結果として、ＵＥ
は、非クリーンサブフレーム上の低減された干渉を体験し得る。すなわち、低減されたダ
ウンリンク干渉の結果として、非クリーンチャネルの品質は、改善されうる。例えば、ダ
ウンリンク干渉除去がゼロかそれに近かった（little to zero）場合、非クリーンチャネ
ルの品質は、変わらないままである。反対に、除去が完璧であった場合、非クリーンチャ
ネルの品質は、クリーンチャネルのものと等しいだろう。
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【００４８】
[0058] 　ＵＥは、いくつかのレベルの除去品質（cancellation quality）で、非クリー
ンサブフレーム上のダウンリンク干渉を部分的に除去することのみが可能でありうる。す
なわち、ＵＥがサブフレーム上の干渉の全てを除去することができない場合、結果として
生じる非クリーンチャネルの品質は、非クリーンサブフレーム上で体験した残留干渉（re
sidual interference）を干渉除去後に反映しうる。サブフレームに関して結果として生
じるチャネル品質が、クリーンでも非クリーンでもない場合、ＵＥが、結果として生じる
チャネル品質をｅノードＢに伝達することが望ましい。本開示において、非クリーンチャ
ネル上で除去後の残留ダウンリンク干渉を反映するチャネル品質は、準クリーンチャネル
状態情報（quasi-clean channel state information）と呼ばれうる。非クリーンチャネ
ル上の干渉が部分的に除去される場合、これに対応するチャネル状態情報は、準クリーン
チャネル状態情報と呼ばれうる。下記で説明される態様は、準クリーンチャネル状態情報
を計算および報告することを対象とする。
【００４９】
[0059] 　非クリーンサブフレーム上の干渉が部分的に除去される場合、干渉除去の量は
、様々なパラメータに依存しうる。これは、ＵＥの干渉除去能力／品質が、これらのパラ
メータに依存しうるためである。これらのパラメータは、干渉信号の受信信号強度、支配
的な干渉信号（dominant interfering signals）の数、干渉信号の空間スキーム、干渉信
号の変調オーダ（a modulation order）、干渉信号の符号レート（a code rate）、干渉
信号のリソースブロック（ＲＢ）割当、および／または干渉信号を除去するために使用さ
れるアルゴリズムを含みうるが、これらに限定されない。パラメータはまた、干渉信号の
送信モードを含みうる。送信モードは、干渉信号が、共通基準信号（ＣＲＳ）のようなセ
ル固有基準信号、またはＵＥ基準信号（ＵＥ－ＲＳ）のようなユーザ機器固有基準信号で
あるかどうかを参照する。ある構成によると、干渉信号は、物理ダウンリンク共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ）のような、ダウンリンクチャネルである。
【００５０】
[0060] 　ある構成によると、パラメータは、ｅノードＢからＵＥへシグナリングされう
る。ｅノードＢは、ＣＳＩが測定された基準サブフレーム上で送信される干渉信号に関連
付けられた、実パラメータを反映する、または反映しない可能性があるパラメータをシグ
ナリングしうる。
【００５１】
[0061] 　干渉信号パラメータに関連付けられた実パラメータを反映しないパラメータは
、擬似パラメータ（pseudo-parameters）または仮想パラメータと呼ばれうる。別の構成
において、ｅノードＢからＵＥへ送信されるパラメータは、干渉信号パラメータに関連付
けられた実パタメータでありうる。代替として、別の構成によると、パラメータは、ＵＥ
において決定されるか、または推定されうる。この構成において、ｅノードＢは、パラメ
ータをＵＥにシグナリングしない。ある構成において、ＵＥは、特定の基準に基づいて、
擬似パラメータを選択し、および／または擬似パラメータを推定する。ＵＥは、ｅノード
Ｂに、選択された擬似パラメータを送信しうる。別の構成において、ＵＥは、基準信号上
で送信された干渉信号に関連づけられた実パラメータを決定する。実パラメータがＵＥに
シグナリングされない場合、ＵＥは、実パラメータを決定するためにブラインド検出（bl
ind detection）を行いうる。ＵＥは、ｅノードＢに、盲目的に（blindly）検出されたパ
ラメータを送信しうる。
【００５２】
[0062] 　これまで説明されたように、ある構成において、ＵＥは、擬似パラメータに基
づいて準クリーンチャネル状態情報を決定する。擬似パラメータは、ｅノードＢから送信
された擬似パラメータ、および／またはＵＥにおいて選択または推定された擬似パラメー
タでありうる。この構成において、ＵＥは、擬似パラメータに基づいて、干渉を実際には
除去しない可能性がある。むしろ、パラメータが擬似パラメータである場合、ＵＥは、い
ずれの実際の干渉除去も行うことなく、準クリーンチャネル状態情報を間接的に導出する
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。よって、ＵＥは、擬似パラメータに基づいて除去されうる干渉の量を決定しうる。
【００５３】
[0063] 　除去されうる干渉の量は、干渉除去品質と呼ばれうる。ＵＥは、決定された干
渉除去品質に基づいて、準クリーンチャネル状態情報を報告する。具体的には、準クリー
ンチャネル状態情報は、チャネル品質およびダウンリンク干渉除去を反映する。さらに、
ＵＥはまた、ｅノードＢに、準クリーンチャネル状態情報とともに、選択された擬似パラ
メータおよび／または推定された擬似パラメータを報告しうる。
【００５４】
[0064] 　別の構成において、ＵＥは、実パラメータに基づいて準クリーンチャネル状態
情報を決定する。実パラメータは、ＵＥへシグナリングされたパラメータ、および／また
はＵＥによって決定された実パラメータでありうる。この構成において、ＵＥは、実パラ
メータに基づいて干渉を除去し、且つ結果として生じる準クリーンチャネル状態情報を決
定する。
【００５５】
[0065] 　代替として、別の構成において、ＵＥは、実パラメータでダウンリンク干渉を
実際には除去しない可能性がある。むしろ、ＵＥは、実パラメータに基づいて、除去され
うるダウンリンク干渉の量を決定しうる。この構成において、ＵＥは、実パラメータに基
づいて決定された仮想ダウンリンク干渉除去品質（hypothetical downlink interference
 cancellation quality）に基づいて、準クリーンチャネル状態を報告し得る。
【００５６】
[0066] 　ダウンリンクチャネル干渉除去が可能なＵＥに関して、ＵＥは、クリーンチャ
ネル状態情報および／または非クリーンチャネル状態情報に加えて、準クリーンチャネル
状態情報を報告する。ある構成において、ｅノードＢは、クリーンチャネル状態情報およ
び非クリーンチャネル状態情報に加えて、準クリーンチャネル状態情報を含むように報告
を構成する。別の構成よると、ｅノードＢは、クリーンチャネル状態情報の代わりに、準
クリーンチャネル状態情報を含むように報告を構成する。具体的には、この構成において
、ＵＥは、非クリーンチャネル状態情報、および準クリーンチャネル状態情報のみを報告
する。さらに別の構成によると、ｅノードＢは、非クリーンチャネル状態情報の代わりに
、準クリーンチャネル状態情報を含むように報告を構成する。すなわち、この構成におい
て、ＵＥは、クリーンチャネル状態情報、および準クリーンチャネル状態情報のみを報告
する。
【００５７】
[0067] 　さらに別の構成によると、報告は、ＵＥによって自律的に構成されうる。例え
ば、ＵＥは、クリーンチャネル状態情報の代わりに、準クリーンチャネル状態情報を自律
的に報告しうる。具体的には、ＵＥは、非クリーンチャネル状態情報、および準クリーン
チャネル状態情報のみを報告する。別の構成において、ＵＥは、非クリーンチャネル状態
情報の代わりに、準クリーンチャネル状態情報を自律的に報告しうる。すなわち、ＵＥは
、クリーンチャネル状態情報、および準クリーンチャネル状態情報のみを報告する。
【００５８】
[0068] 　ある構成において、ＵＥは、準クリーンチャネル状態情報の１つのセット、ま
たは準クリーンチャネル状態情報の複数のセットを報告しうる。各準クリーンチャネル状
態情報のセットは、パラメータのセットに関連付けられる。これまで説明されたように、
パラメータは、ＵＥによって選択または推定されたパラメータまたはｅノードＢから送信
された擬似パラメータでありうる。さらに、パラメータは、ＵＥによって決定された実パ
ラメータまたはｅノードＢから送信された実パラメータでありうる。
【００５９】
[0069] 　ＵＥが、報告するための準クリーンチャネル状態情報の複数のセットを有する
場合に、ＵＥは、クリーンチャネル状態情報および／または非クリーンチャネル状態情報
とともに準クリーンチャネル状態情報を報告する場合、準クリーンチャネル状態情報のセ
ットを周期的に繰り返し（cycle through）うる。準クリーンチャネル状態情報の異なる
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セットは、各報告期間において報告される。例えば、上述されたように、ｅノードＢは、
準クリーンチャネル状態情報および非クリーンチャネル状態情報を報告するようにＵＥを
構成しうる。従って、ＵＥが、報告するための準クリーンチャネル状態情報の複数のセッ
トを有する場合、異なる準クリーンチャネル状態情報が次の期間において報告されるよう
に、ＵＥは、準クリーンチャネル状態情報のうちの１つを報告し、各報告期間中、準クリ
ーンチャネル状態情報のセットを周期的に繰り返すだろう。
【００６０】
[0070] 　別の構成によると、準クリーンチャネル状態情報を明示的に報告する代わりに
、ＵＥは、干渉除去効率を報告しうる。干渉除去効率は、パラメータに基づいて、除去さ
れるであろう干渉の量を参照しうる。具体的には、ＵＥは、チャネル品質インジケータと
ダウンリンク干渉の量との両方を含むチャネル状態情報を報告しない。むしろ、ＵＥは、
パラメータに基づいて除去されるであろう干渉の量のみを報告する。干渉除去効率は、パ
ーセンテージのような値でありうる。
【００６１】
[0071] 　報告およびパラメータの選択は、これまで説明された構成に類似しうる。ある
構成において、パラメータは、ｅノードＢからシグナリングされた擬似パラメータであり
うる。別の構成において、パラメータは、ｅノードＢから送信された実パラメータであり
うる。さらに別の構成において、パラメータは、ＵＥによって選択または推定される擬似
パラメータでありうる。最後に、別の構成において、パラメータは、ＵＥによって決定さ
れた実パラメータでありうる。
【００６２】
[0072] 　ダウンリンク干渉除去効率、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、ＵＥによって報
告されたクリーンおよび非クリーンチャネル状態情報に基づいて、ｅノードＢは、ＵＥに
関する準クリーンチャネル状態情報を再構成しうる。完璧な除去効率、およびゼロの除去
効率を有するチャネル品質情報が、それぞれ、クリーンおよび非クリーンチャネル状態情
報と等しいため、ｅノードＢは、決定されたチャネル状態情報または報告された除去効率
に基づいて、準クリーンチャネル状態情報を決定しうる。
【００６３】
[0073] 　図８は、例示的な装置８００において異なるモジュール／手段／コンポーネン
ト間のデータフローを図示する概念的なデータフロー図である。装置８００は、干渉ダウ
ンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定するパラメータモジュール８０２を含む
。ある構成において、パラメータは、受信モジュール８０６において受信された信号８１
０を介して受信されうる。この構成において、受信モジュールは、パラメータをパラメー
タモジュール８０２に送信する。別の構成において、パラメータは、パラメータモジュー
ル８０２において決定される。
【００６４】
[0074] 　装置８００はまた、干渉ダウンリンク送信から除去された干渉の量を反映する
メトリックを決定する、メトリックモジュール８０４を含む。ある構成において、除去さ
れた干渉の量は、パラメータに基づいている。パラメータモジュール８０２は、メトリッ
クモジュール８０４にパラメータを送信しうる。さらに、干渉ダウンリンク送信は、受信
モジュール８０６において受信された信号８１０を介して決定されうる。受信モジュール
８０６は、干渉ダウンリンク送信についての情報をメトリックモジュール８０４に送信し
うる。
【００６５】
[0075] 　装置８００は、送信モジュール８０８を介して送信された信号８１２を使用し
て、メトリックを送信する。具体的には、メトリックモジュール８０４は、送信モジュー
ル８０８にメトリックを送信しうる。装置は、図１０の後述のフローチャートにおける処
理のステップの各々を行う、追加のモジュールを含みうる。このように、後述のフローチ
ャートの図１０における各ステップはモジュールによって行われ、装置は、それらのモジ
ュールのうちの１つまたは複数を含みうる。モジュールは、記載されたプロセス／アルゴ
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リズムを搬送するように特に構成され、記載されたプロセス／アルゴリズムを行うように
構成されたプロセッサによって実装され、プロセッサによる実装のためにコンピュータ読
み取り可能な媒体内に記憶された、またはそれらのいくつかの組み合わせである、１つま
たは複数のハードウェアコンポーネントでありうる。
【００６６】
[0076] 　図９は、処理システム９１４を用いる装置９００のためのハードウェア実装の
例を示す図である。処理システム９１４は、バス９２４によって一般に表されるバスアー
キテクチャで実装されうる。バス９２４は、処理システム９１４の特定のアプリケーショ
ンと全体的な設計の制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含みうる
。バス９２４は、プロセッサ９２２、モジュール９０２、９０４、９０６およびコンピュ
ータ読取可能な媒体９２６によって表された、１つまたは複数のプロセッサおよび／また
はハードウェアモジュールを含む、様々な回路を共にリンクさせる。バス９２４は、タイ
ミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および電力管理回路のような様々な他の回
路もまたリンクさせることができ、これらは、当該技術分野で周知であるので、これ以上
説明されない。
【００６７】
[0077] 　装置は、トランシーバ９３０と結合された処理システム９１４を含む。トラン
シーバ９３０は、１つまたは複数のアンテナ９２０に結合される。トランシーバ９３０は
、送信媒体を介して様々な他の装置と通信することができる。処理システム９１４は、コ
ンピュータ読み取り可能な媒体９２６に結合されたプロセッサ９２２を含む。プロセッサ
９２２は、コンピュータ読み取り可能な媒体９２６に記憶されたソフトウェアの実行を含
む、一般的な処理を担当する。このソフトウェアは、プロセッサ９２２によって実行され
る場合、処理システム９１４に、任意の特定の装置に関して説明された様々な機能を行わ
せる。コンピュータ読み取り可能な媒体９２６はまた、ソフトウェアを実行する場合、プ
ロセッサ９２２によって操作されるデータを記憶するために使用されうる。
【００６８】
[0078] 　処理システム９１４は、干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを
決定するためのパラメータモジュール９０２を含む。処理システム９１４はまた、パラメ
ータに少なくとも部分的に基づいて、干渉ダウンリンク送信から除去された干渉の量を反
映するメトリックを決定するための、メトリックモジュール９０４を含む。処理システム
９１４はさらに、メトリックを送信するための送信モジュール９０６を含みうる。モジュ
ールは、プロセッサ９２２において稼働し、コンピュータ読み取り可能な媒体９２６に内
在し／記憶されたソフトウェアモジュール、プロセッサ９２２に結合された１つまたは複
数のハードウェアモジュール、またはそれらのいくつかの組み合わせでありうる。処理シ
ステム９１４は、ＵＥ ６５０のコンポーネントであり、メモリ６６０および／または、
コントローラ／プロセッサ６５９を含みうる。
【００６９】
[0079] 　図１０は、パラメータに基づいて干渉除去の量を決定するための方法１０００
を図示する。ブロック１００２において、ＵＥは、干渉ダウンリンク送信に関連付けられ
たパラメータを決定する。ある構成において、パラメータは、ｅノードＢからＵＥへシグ
ナリングされる。別の構成において、パラメータは、ＵＥにおいて決定される。パラメー
タは、仮想パラメータであるか、または実パラメータでありうる。パラメータは、干渉信
号の受信信号強度、支配的な干渉信号の数、干渉信号の空間スキーム、干渉信号の変調オ
ーダ、干渉信号の符号レート、干渉信号のリソースブロック（ＲＢ）割当、および／また
は干渉信号の除去に使用されるアルゴリズムを含みうるが、これらに限定されない。
【００７０】
[0080] 　ＵＥは、ブロック１００４において干渉ダウンリンク送信から除去された干渉
の量を反映するメトリックを決定する。メトリックは、パラメータに基づいて決定される
。ある構成において、メトリックは、チャネル品質を含み、除去されたダウンリンク干渉
の量を反映する準クリーンチャネル状態情報である。別の構成において、メトリックは、
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除去されるか、または潜在的に除去されうる干渉の量のみを反映する、除去効率である。
【００７１】
[0081] 　さらに、ブロック１００６において、ＵＥは、メトリックを送信する。ある構
成において、ＵＥは、ＵＥにおいて決定されるパラメータを送信することに加えて、メト
リックを送信する。
【００７２】
[0082] 　図１１は、ｅノードＢにおける干渉除去能力のメトリックを受信するための方
法１１００を図示する。ブロック１１０２において、ｅノードＢは、ＵＥにチャネル品質
報告情報を送信する。チャネル品質報告情報は、メトリックを報告するためのサブフレー
ムの第１のセット、およびメトリックを報告するためのサブフレームの第２のセットを含
みうる。ある構成において、サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであ
り、且つサブフレームの第２のセットは、非クリーンサブフレームである。別の構成にお
いて、サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つサブフレーム
の第２のセットは、準クリーンサブフレームである。さらに別の構成において、サブフレ
ームの第１のセットは、非クリーンサブフレームであり、且つサブフレームの第２のセッ
トは、準クリーンサブフレームである
[0083] 　加えて、ブロック１１０４において、ｅノードＢは、ＵＥに、干渉ダウンリン
ク送信に関連付けられたパラメータを送信する。パラメータは、仮想パラメータであるか
、または実パラメータでありうる。パラメータは、干渉信号の受信信号強度、支配的な干
渉信号の数、干渉信号の空間スキーム、干渉信号の変調オーダ、干渉信号の符号レート、
干渉信号のリソースブロック（ＲＢ）割当、および／または干渉信号の除去に使用される
アルゴリズムを含みうるが、これらに限定されない。
【００７３】
[0084] 　最後に、ブロック１１０６において、ｅノードＢは、ＵＥからメトリックを受
信する。メトリックは、サブフレームの第１のセット、またはサブフレームの第２のセッ
トに関連付けられた、ＵＥにおける干渉除去能力に対応しうる。メトリックは、チャネル
状態情報または干渉除去効率を含みうる。
【００７４】
[0085] 　メトリックが干渉除去効率である場合、ｅノードＢは、ＵＥによって報告され
た、干渉除去効率、基準信号受信電力（ＲＳＲＰ）、クリーンおよび非クリーンチャネル
状態情報に基づいて、準クリーンチャネル状態情報を再構成しうる。
【００７５】
[0086] 　ある態様において、ＵＥ ６５０は、決定するための手段を含むワイヤレス通信
のために構成される。ある態様において、決定する手段は、決定する手段によって記載さ
れた機能を行うように構成された、コントローラ／プロセッサ６５９、メモリ６６０、お
よび／または受信プロセッサ６５６でありうる。ＵＥ ６５０はまた、送信するための手
段を含むワイヤレス通信のために構成される。ある態様において、送信する手段は、送信
する手段によって記載された機能を行うように構成された、コントローラ／プロセッサ６
５９、送信プロセッサ６６８、変調器６５４、および／またはアンテナ６５２でありうる
。別の態様において、上述された手段は、上述された手段によって記載された機能を行う
ように構成された任意のモジュールまたは任意の装置でありうる。
【００７６】
[0087] 　当業者はさらに、本明細書の開示に関連して説明される、様々な実例となる論
理ブロック、モジュール、回路、アルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュ
ータソフトウェアまたは両方の組み合わせとして実装しうることを理解するだろう。ハー
ドウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に示すために、様々な実例となるコンポーネ
ント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一般にそれらの機能の観点から
上記で説明されている。このような機能が、ハードウェアとして実装されるか、あるいは
ソフトウェアとして実装されるかは、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せ
られる設計制約に依存する。当業者は、各々の特定のアプリケーションに関して、多様な
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方法で説明された機能を実装しうるが、このような実装の決定は、本開示の範囲からの逸
脱を引き起こしていると解釈されるべきではない。
【００７７】
[0088] 　本明細書における開示に関連して説明された様々な実例となる論理ブロック、
モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
または他のプログラマブル論理デバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハー
ドウェアコンポーネント、または本明細書において説明された機能を行うように設計され
たそれらの任意の組み合わせを用いて、実装または実行されうる。汎用プロセッサは、マ
イクロプロセッサでありうるが、代替において、このプロセッサは、任意の従来のプロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでありうる。プロセ
ッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のこ
のような構成のような、コンピューティングデバイスの組み合わせとして実装されうる。
【００７８】
[0089] 　本明細書の開示に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステップは、
直接的にハードウェアに、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールに、ま
たはこれら二つの組み合わせに組み込まれうる。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモ
リ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジス
タ、ハードディスク、リムーバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当該技術分野において
周知の任意の他の形式の記憶媒体内に存在しうる。プロセッサが記憶媒体から情報を読み
取ったり、記憶媒体に情報を書き込んだりできるように、例示的な記憶媒体はプロセッサ
に結合される。代替において、記憶媒体は、プロセッサと一体化されうる。プロセッサお
よび記憶媒体は、ＡＳＩＣ内に存在しうる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在しうる。代
替において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディスクリートコンポーネン
トとして存在しうる。
【００７９】
[0090] 　１つまたは複数の例示的な設計において、説明された機能は、ハードウェア、
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフ
トウェアで実装される場合、これら機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体上で、１つ
または複数の命令またはコードとして送信または記憶されうる。コンピュータ読み取り可
能な媒体は、ある場所から別の場所へ、コンピュータプログラムの転送を容易にする任意
の媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体でありう
る。例として、また限定されないが、このようなコンピュータ読み取り可能な媒体は、Ｒ
ＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスクストレージ、磁気デ
ィスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは、命令またはデータスト
ラクチャの形式において所望のプログラムコード手段を保存または搬送するために使用さ
れることができ、且つ汎用または専用コンピュータまたは汎用または専用プロセッサによ
ってアクセスされることができる、任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の
接続は、コンピュータ読み取り可能な媒体と厳密には呼ばれうる。例えば、ソフトウェア
が、ウェブサイトから、サーバから、あるいは、同軸ケーブル、ファイバ光ケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波のよ
うなワイヤレス技術を使用する他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、ファ
イバ光ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波のようなワイ
ヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（Disk）お
よびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクお
よびブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（disks）が通常磁気的
にデータを再生する一方、ディスク（discs）は、レーザを用いて光学的にデータを再生
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する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれるべ
きである。
【００８０】
[0091] 　本開示の上述説明は、当業者が本開示を実施または使用することを可能にする
ように提供される。本開示に対する様々な変更は、当業者には容易に明らかであり、本明
細書で定義された包括的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱することなく他の変
形に適用されうる。よって、本開示は、本明細書において説明される例および設計に限定
されるように意図されたものではなく、本明細書において開示された原理および新規の特
徴と矛盾しない最大範囲であると認められるべきである。
　なお、本願の出願当初の請求項と同一の記載を以下に付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信の方法であって、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定することと、
　前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて、干渉データチャネル送信から除去され
た干渉の量を反映するメトリックを決定することと、
　前記メトリックをｅノードＢに送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］チャネル品質報告情報を受信することをさらに備え、前記チャネル品質報告情報
は、前記メトリックを報告するためのサブフレームの第１のセットと、前記メトリックを
報告するためのサブフレームの第２のセットとを含み、前記サブフレームの第１のセット
およびサブフレームの第２のセットは、異なる干渉プロファイルを有する、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ３］　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレーム（clean subframe
s）であり、且つ前記サブフレームの第２のセット は、非クリーンサブフレームであるか
、
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフレ
ームの第２のセットは、準クリーンサブフレームであるか、または
　前記サブフレームの第１のセットは、非クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフ
レームの第２のセットは、準クリーンサブフレームである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記メトリックは、準クリーンチャネル状態情報（ＣＳＩ）である、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ５］　前記準クリーンＣＳＩは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、前記干渉ダ
ウンリンク送信からの干渉の量、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）
、ランク指示（ＲＩ）、サブバンドインデックス、またはそれらの組み合わせのうちの１
つまたは複数を含む、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］　前記準クリーンＣＳＩは、複数の準クリーンＣＳＩセットを含み、各準クリー
ンＣＳＩセットは、パラメータの異なるセットに関連付けられる、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］　前記メトリックを送信することは、複数の報告インスタンスにおいて前記メト
リックを報告することと、前記複数の報告インスタンスにわたって前記複数の準クリーン
ＣＳＩセットを周期的に繰り返すことをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　前記メトリックは、干渉除去効率値である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記パラメータは、前記ｅノードＢから送信されるか、またはＵＥにおいて決
定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記パラメータは、前記干渉データチャネル送信に関連付けられ、前記パラ
メータは、前記干渉データチャネル送信に関連付けられた実パラメータ、前記干渉データ
チャネル送信に関連付けられた実パラメータではない仮想パラメータ、またはそれらの組
み合わせを含む、Ｃ９に記載方法。
［Ｃ１１］　前記メトリックは、前記パラメータが前記仮想パラメータである場合、仮想
干渉除去に少なくとも部分的に基づいて間接的に決定され、
　前記メトリックは、前記パラメータが前記実パラメータである場合、実際の干渉除去に
少なくとも部分的に基づいて直接的に決定される、Ｃ１０に記載の方法。
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［Ｃ１２］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定し、
　前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて、干渉データチャネル送信から除去され
た干渉の量を反映するメトリックを決定し、
　前記メトリックをｅノードＢに送信する
　ように構成される、装置。
［Ｃ１３］　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、チャネル品質報告情報を受信す
るように構成され、前記チャネル品質報告情報は、前記メトリックを報告するためのサブ
フレームの第１のセットと、前記メトリックを報告するためのサブフレームの第２のセッ
トとを含み、前記サブフレームの第１のセットおよびサブフレームの第２のセットは、異
なる干渉プロファイルを有する、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］　前記サブフレームの第１のセット は、クリーンサブフレームであり、且つ
前記サブフレームの第２のセット は、非クリーンサブフレームであるか、
　前記サブフレームの第１のセットは、クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフレ
ームの第２のセットは、準クリーンサブフレームであるか、または
　前記サブフレームの第１のセットは、非クリーンサブフレームであり、且つ前記サブフ
レームの第２のセットは、準クリーンサブフレームである、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１５］　前記メトリックは、準クリーンチャネル状態情報（ＣＳＩ）である、Ｃ１２
に記載の装置。
［Ｃ１６］　前記準クリーンＣＳＩは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、前記干渉
ダウンリンク送信からの干渉の量、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ
）、ランク指示（ＲＩ）、サブバンドインデックス、またはそれらの組み合わせのうちの
１つまたは複数を含む、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］　前記準クリーンＣＳＩは、複数の準クリーンＣＳＩセットを含み、各準クリ
ーンＣＳＩセットは、パラメータの異なるセットに関連付けられる、Ｃ１５に記載の装置
。
［Ｃ１８］　前記少なくとも１つのプロセッサは、複数の報告インスタンスにおいて前記
メトリックを報告し、前記複数の報告インスタンスにわたって前記複数の準クリーンＣＳ
Ｉセットを周期的に繰り返すようにさらに構成される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］　前記メトリックは、干渉除去効率値である、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記パラメータは、前記ｅノードＢから送信されるか、またはＵＥにおいて
決定される、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ２１］　前記パラメータは、前記干渉データチャネル送信に関連付けられ、前記パラ
メータは、前記干渉データチャネル送信に関連付けられた実パラメータ、前記干渉データ
チャネル送信に関連付けられた実パラメータではない仮想パラメータ、またはそれらの組
み合わせを含む、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記少なくとも１つのプロセッサはさらに、
　前記パラメータが前記仮想パラメータである場合、仮想干渉除去に少なくとも部分的に
基づいて前記メトリックを間接的に決定し、
　前記パラメータが前記実パラメータである場合、実際の干渉除去に少なくとも部分的に
基づいて前記メトリックを直接的に決定する
　ように構成される、Ｃ２１に記載の方法 。
［Ｃ２３］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定するための手段と、
　前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて、干渉データチャネル送信から除去され
た干渉の量を反映するメトリックを決定するための手段と、
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　前記メトリックをｅノードＢに送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ２４］　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピ
ュータプログラム製品は、
　記録されたプログラムコードを有する非一時的コンピュータ読み取り可能な媒体
　を備え、
　前記プログラムコードは、
　干渉ダウンリンク送信に関連付けられたパラメータを決定するためのプログラムコード
と、
　前記パラメータに少なくとも部分的に基づいて、干渉データチャネル送信から除去され
た干渉の量を反映するメトリックを決定するためのプログラムコードと、
　前記メトリックをｅノードＢに送信するためのプログラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】



(24) JP 6227641 B2 2017.11.8

【図３】 【図４】
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